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＜使用道具＞
クロバーミニ織り
カットワークはさみ115

＜作り方＞

※「クロバーミニ織り」の使い方は、商品付属の説明書をご覧ください。

＜材料＞
極太アクリル毛糸
　・たて糸分　約2.5m
　・よこ糸分　2色　各約2m
ソフトチュール生地　生地幅150cm×5cm
チュール生地（ラメ）　生地幅110cm×3cm
チュール生地（スパンコール）　約25cm×5cm
極太口ストロー（直径約8mm×220mm）　1本

②組織図を参考に織っていきます。全て織り針を使います。
　糸端は織り地の裏側に出るように始末します。

③織り地を織り機から外し、織り地の上部分のたて糸にストローを通します。

→ このようにたて糸部分に
ストローを通す

【組織図】

①たて糸を張ります。糸端を約20cm残して織り機に結びます（最後に吊り下げひもとして使うため）。
　説明書のたて糸の張り方「10羽」を参考に、溝を1つ飛ばしながらかけ、14本張ります。
　たて糸が張れたら織り機を180度回転させ、たて糸の糸端の結び目が上に来るように置きます
　（糸端が織り地の上部から2本出るようにするため）。

a：アクリル毛糸
　お好みの2色を各約1ｍ。2本取りで織ります。
b：ソフトチュール生地
　5段織って余った生地を最後にフサに使用します。

c：チュール生地（ラメ）
　3段織って余った生地を最後フサに使用します。
d：アクリル毛糸
　お好みの2色を各約1m。2本取りで織ります。

a：4段

b：5段

たて糸14本

d：4～5段

c：3段

★＝フサ付け位置

約20cm約20cm



→ →

④織り地の下部分のたて糸にチュール生地でフサを作ります。フサに使用する生地は約20～25cmの長さが必要です。
　bの生地の余りで2本、cの生地で1本、チュール生地（スパンコール）を1本の計4本用意します。
　フサは織り地の下部分のたて糸に結び付けます。位置は組織図を参考にしてください。

⑤たて糸の糸端をストローに絡めて結び、完成です。

20～25cmの長さのチュール生地
を半分に折る

たて糸に生地の折った部分を
差し込み、輪の中に生地の端を
入れる

生地の端を引いて輪を引き締める

4つのフサを作る。
たて糸の糸端をストローに絡めてから
結んで吊り下げるひもにする。

→
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このようにストローに絡める

→

糸端を引いて輪を引き締める


